
実態調査結果・ヒアリング結果からみえてきた課題

文化
施設の
整備

障害者の
創造活動
の

機会拡充

障害に
対する
理解促進

鑑賞
サポート
の充実

⇓
今回の論点

・ 課題を解決していくために、行政と文化芸術関係者、福祉関係者のそれぞれがどのような
ことに取り組めばよいか。
※取組事項を踏まえて、基本的な方向性（柱）を整理する予定です。

〇トイレが狭く、車いす
の人は利用しづらい。

〇休憩スペースがあれば
よい。

〇文化施設の37.1%が
鑑賞サポートを行って
いない。

〇情報保障を行うのに、
人手やお金がない。

〇創造活動を実施しない
理由は、「人材がない」
「活動方針がない」。

〇創造活動を行っている
障害者施設は２３．５%。

〇公演中に立ち上がっ
たり、声をあげたりし
ないか障害者施設職
員は不安を感じる。

〇演奏会に行くと、受付
で嫌な顔をされる。
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資料４第２期滋賀県障害者文化芸術活動推進計画の方向性について


